
創立５０周年記念事業の実施報告

□海外英語研修の導入及び海外研修等支援基金の創設

平成 23 年度からカナダ英語研修を導入している。英語力の強化に加え国際性の涵養を目的とし

て本科 4 年、5 年と専攻科 1 年生を対象に実施しており、平成 23 年度 42 名、同 24 年度 30 名参加。

また、同研修に参加する学生への支援等を目的に海外研修等支援基金を構築することとしそのた

めの募金を実施した。

□正観寺沼（西湖）の環境整備

 水路上流からの土砂やゴミの流入により浅くなり、陸地化が進行し、これまで７０種以上観察さ

れていたカワセミなどの野鳥への悪影響が懸念されるようになったのみならず、農業用溜池として

の機能も低下した。このため、群馬高専環境都市工学科が開発した生物に悪影響を与えない工法で

高崎市が浚渫を行った。さらに、高専機構の支援に基づき地域住民や学生・教職員の野鳥観察の場

として安全性に配慮した環境整備を行った。

着工前（西湖周辺） 着工後（西湖周辺）

□創立 50周年記念榛名登山の実施

快晴の平成24年5月19日（土）に全学生を対象に榛名登

山を実施。参加学生999名、うち27名は役員としての参加

であり残り972名中953 名が完歩。距離約25ｋｍ、高低差

約1,000ｍの登山を通して学生のチャレンジ精神の涵養や

学生間の親睦が図られた。



□群馬高専紹介ビデオの作成

平成 23 年度から入試広報を主目的として、本校及び各

学科を紹介する「動画で見る群馬高専」を作成し、本校

HP 上に公開した。寮生活紹介用動画も追加作成される

など随時更新していく予定である。

□新しいデザインの体操着の導入

 平成２４年度から体育の授業において、

デザインを一新した学校指定の体操着を導入し、

新１年生から着用が始まった。

□記念特別講演会

平成 24 年 11 月 3 日(土)に、創立 50 周年記念行事の一環としてベイシア文化ホール（群馬県民

会館）大ホールを会場に東京理科大学学長の藤嶋 昭氏を講師にお迎えし、学生及び保護者、群馬

高専支援企業の社員等約 1200 人を対象とした特別講演会

を開催した。「研究も教育も感動から－光触媒を例にして

－」と題した講演終了後、会場から一人一問を条件に質問

者を募ったところ、保護者 1 名を含む 24 名から希望があ

り、全員を壇上に招いて質問を受けるなど盛会裏に終了し

た。

□記念式典・記念祝賀会・オペラ演奏会・ホームカミングデーの開催

 創立５０周年記念式典を１１月１７日、前橋市のマーキュ

リーホテルで挙行した、式典には卒業生・群嶺テクノ懇話会

会員・企業関係者・後援会関係者・教職員・来賓など約 300
人が参加。また、式典の

前に地元出身のソプラ

ノ歌手 出来田三智子さ

んとピアニスト 澤田まゆみさんによるオペラ演奏会を開催し、

好評を博した。



 同じホテル内の祝賀会では、記念式典の来賓に後援

会長、同窓会長や歴代校長が加わっての鏡開きの後、

山岸群嶺テクノ懇話会長の発声による乾杯、更に群馬

高専ロボット研究会５年生が、５０周年記念事業の一

環として製作した青少年科学技術啓発用の搭乗型二足

歩行ロボット「G-RoBo50（ｼﾞｰﾛﾎﾞﾌｨﾌﾃｨ）」が披露され、

300 名を超える参加者で大いに盛り上がった。 

また、当日は式典に先立ち、学校内で「ホームカミン

グデー」を催し、昭和 42 年卒業の第一期生から今春の卒

業生まで OB 約 100 名が来校し、往時の人や風景との出

会いを楽しんだ。

□創立 50周年記念事業募金・寄付者銘板の除幕

平成 24 年 11 月 14 日、群馬高専正面玄関にて感謝の意

を込めて 10 口以上の高額寄付者の名を記した創立 50 周

年記念事業募金寄付者銘板の除幕式を挙行した。なお、

追加記入が可能な方式となっている。

□創立５０周年史の編纂

平成２５年３月２１日発行

□群馬高専ロゴマーク制定等「記念品等・デザイン考案専門委員会」活動報告（別紙）参照）



「「記記念念品品等等選選定定・・デデザザイインン考考案案専専門門委委員員会会」」活活動動報報告告

高専ロゴマーク 

堂々!! 

50周年記念碑

GG--RRooBBoo5500  
[ジーロボ フィフティ] 

【高専グッズ 1】 

憧れの群馬高専 

トートバック 

【高専グッズ 2】 

“新”高専タオル

【高専グッズ 3】 

必携!! 

高専ファイル 

名物!! 

群馬高専まんじゅう

50 周年記念文鎮 

◎平成 23 年度ロゴデザインコンテスト（ロゴコン）で、応募

74 作品の中から選ばれました。 

【作成者】新海 敬之（H23年度ﾛｺﾞﾏｰｸ選定時 環境都市工学科 5年） 

【コンセプト】このロゴマークは、創立 50周年を記念して公募に基づ

き作成されたものであり、「赤城・榛名・妙義の上毛三山に囲まれ、

利根川が流れる豊かな大地で、心温かで溌剌としたグローバル・エ

ンジニアが育つ群馬高専」を表すとともに、群馬高専の文字を取り

囲むＧ型の曲線には、群馬の頭文字、学生の元気と頑張り、そして

善意(Goodwill)と幸運(Good fortune)の意味が込められています。

◎丈夫でおしゃれなトートバックです。 
・タテ 330mm×ヨコ 330mm×マチ 100mm、A4横収納可能 

・ポリエステル製、裏地はポリ塩化ビニル加工。黒と紺のツートンカラー。

底板・内ポケット付き。「50th」タグ付き。 

◎平成 24年 11 月 17日記念式典で記念品としてデビュー。 
12月中旬に全校学生に創立 50周年記念品としてプレゼント予定。 

◎新しい群馬高専タオルです。 
・濃緑のフェイスタオルです。 

・ご家庭で、外出で、ご利用くださ

い。 

◎体育祭などの賞品にします。

◎学生が勉強に使うクリアファイルです。 
・平成 24 年度入学式で初めて配布しました。保護者の方にも大

好評です。 

・オモテ面にロゴマーク、ウラ面に「地震発生時行動マニュアル

（簡易版）【学生用】」。 

◎全学生、全教職員に配布済み。

◎群馬高専のロゴマークを焼印したまんじゅう。学校行事で 

販売しています。 
・平成 23年度卒業式、24年度入学式、GW前に販売し、瞬く間に完売。

5個入り 500円です。 

・なかなか手に入らないとの声もあります。「次回販売はいつ?」 

◎とてもおいしいと評判です。

◎５０周年記念式典の列席者に記念品としてプレゼント。 
・おしゃれなクリスタル製です。末永く使ってください。 

◎ロゴマークをデザインした記念碑です。 
・実習工場のレーザー加工機で、直径 1.2mのロゴマークを、ステン

レス板で製作しました。 

・台は、高さ 1.5mの、コンクリート製です。 

◎記念式典に先だち、11月 14 日（水）除幕式を挙行しました。 

◎50周年を記念して搭乗型二足歩行ロボットを製作しました。 
・人を乗せることができる 2足歩行ロボット。誰でも操作でき、丈夫です。 

・学生が中心になって製作しました。 

・11月 17日（土）記念式典祝賀会でお披露目されました。青少年科学技術

啓発用として、また群馬高専の PR のため、学校内外のイベントにも登場

します。 

（別紙） 
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